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「Golden Promise」は、フランスのウイスキー販売大手の「メゾン・デュ・ウイスキー」が2016年ごろ開業したバー。
「ジャパニーズルームがある！」と聞いて、是非一度尋ねたかった。場所はパリの観光地レアールの裏手で、「メゾ
ン・ド・サケ」（サケの販売と和食レストラン http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/sake_whisky_Paris_2016.pdf 参照）の地下にある
ので、和食の後でウイスキー、という手もある。なお、「ゴールデン・プロミス」は、1960年代に開発されたウイス
キーに好適な大麦の名前、日本酒の「山田錦」のような感じ。
地下への階段を下りていくと一般の人向けのカウンターバーがあるのだが、「予約してある」旨を言うと、おもむろに
壁をノックしてくれた。入口とは気付かなかった鉄扉が内側からギーッと開く。NYのスピーキージーSpaek Easy（禁
酒法時代の隠れ酒場で入口が分からないようになっている、今もこのスタイルのバーがある）のよう。
鉄扉からトンネル廊下を入ると、「ジャパニーズルーム」を含むいくつかの地下室に別れていて、壁という壁にはウ
イスキーが並ぶ。良くぞこれだけのボトルを揃えた、と唖然。ウイスキーのアリババの洞窟。
メニューブックは数十ページ！ JAPONのページだけで、合計10ページくらいある！！

「サントリー」は2ページくらい。
「山崎」だけで20種類くらいあっ
て、これはその一部。どうやったら
これだけの種類を入手できるのだろ
うか？！
下から2番目の「オーナーズカス
ク」120€は、個人で1樽買い取るス
タイルのもの。

「羽生、イチローズモルト」
で1ページ半くらいあるのは驚
く。
マニアの人ならご存知の
「カードシリーズ」もそろっ
ている。



そしてなんと「軽井沢」が一番多く3ページ
くらいもある。そんなバーが、世界にあるだ
ろうか！？
(注）「軽井沢」：1955年開設、2000年まで蒸
留、2011年に閉鎖されたウイスキー蒸留所。
最後はメルシャンのブランドだった。買い取
られた樽から今も継続的に壜詰めされ、英仏
を中心に出回っている。
拡大すれば価格が見えますが、ご覧の通り、
132€から195€。訪問した2017年9月は1€＝
132円だったので、1万7,000円～2万6,000円
（グラス1杯の値段！）
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鉄扉の向こう側の秘密の空間は、
このバーテンダーさんが仕切って
いた。貫禄も雰囲気もある。
サービスは気が利いて心地よい。
日本ウイスキーについてもとても
詳しい。

パリの空の下セーヌは流れる、セーヌくらいの
標高の地下空間で「竹鶴」と「イチローズモル
ト」を飲み比べる、の図。「ラフロイグ」は個
人的ないつもの一杯。「軽井沢」に興味はあれ
ど、あまりに高価で試さずじまい。
水割ではない。ロックも頼まない。ストレート
（と、別グラスで水）が普通の楽しみ方である。
1度行っただけなので確定的ではないが、ゴー
ルデンプロミスは、日本人客濃度 0％、日本
人スタッフ濃度=0％、日本ウイスキーオーダー
比率=不明。
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「ニッカ」は2ページくらい、サン
トリーと同じくらいの品数。「ブ
ラックニッカ」11€が一番安い。高い
ものは上から2番目の「宮城峡21年」
が177€。
「宮城峡」「余市」とも、各15種類
くらいものバリエーションが記載さ
れる。



3

「ジャパニーズルーム」で、「MARS駒ケ岳」を愛で
る、の図。
この部屋には先客がいて最初は入れなかったのだが、
粘っていたらその客が帰ったので席を移してもらった。
低いテーブルとソファー。
ウイスキー好きならこの「ニッカ」の棚と「カードシ
リーズ」の棚を見れば、どれほどのボトルが並んでい
るかお分かりでしょう。

このバーのすごさを語る一例、「ポートエーレン」
のコレクション。アイラ島にあった蒸留所で、1983
年に閉鎖された。（下記の19ページ参照）
http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/world-alcoholic/Islay_whisky.pdf

今も少量が世界に出回っていて、いわば日本の「軽
井沢」のようなものである。
何年か前まで日本でも極々希においている店もあっ
たが、いまはほとんどお目にかからない。が、ゴー
ルデン・プロミスではなんと9種類がおいてある。
まったく、驚きのバーである。
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オデオンの「メゾン・デュ・ウイス
キー」は過去数年にわたって定点観
測をしているお店。
サケにも力を入れているのだが、今
回はウイスキーのみ紹介。

お店の地下に降りると、、、日本でお目にか
かったことがない「竹鶴のトランク入りスペ
シャルセット」があった。メゾン・デュ・ウ
イスキー60周年を記念してニッカが準備した
60セット限定品。
12年、17年、21年、25年、NVの5本と、「竹
鶴ノート2冊」が専用トランクに収まる。価格
は撮りわすれたが、100万円以上だろう。

「イチローズモルト・羽生蒸留所」
のシングルモルト。
右の二本のサムライのイラストもイ
チローズモルトで「The Game」。

「ニッカ」「イチローズモルト」「本坊
マルス」。通りに面した一番普通の棚に
ある商品。
写真に写っている商品の価格は、ちょっと
見難いが、70～120€。

「ASAMA・浅間」というのも軽井沢のウイスキー。他の「軽
井沢」(7ページ参照）とは、ボトルもラベルもずいぶん違う。
ボトルの裏の表示を見ると「販売元、詰替場所：ウィスク・
イー（東京）、Selected by Number One Drinks Company Ltd. 
(UK)、Imported to France by La Maison du Whisky」とある。
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「サントリー・ローリングストーンズ50
周年ボトル」、写真ではよく見えないが
「舌出し」のボトル。値札を拡大してみる
と£1万9,750。訪問した2017年9月は£1
＝151円だったので、298万円。
ストーンズの節目となった年、62年、71
年など5年のモルトのブレンド。世界150
セットの限定品。

「軽井沢」、値札を拡大すると、左から
「バーボンカスク#3506 29年」£5,950、
「ゴールドラベル1980年」£4,700、
「シェリーカスク#3662 30年」£5,950。
日本円換算で、90万円、71万円、90万
円となる。

ロンドンのデパート「ハーヴェーニコル
ズ」と「ハロッズ」は、いわば銀座の「松
屋」と「三越」の関係。
前者はお洒落でデザイン志向の中規模デ
パート、後者は老舗の大型店舗。すぐ近く
にあるという距離感も日英で同じである。

ハロッズの品揃えは、ハービーニコルズ
ほどはマニアックではないが、日本ウイ
スキーの棚取りは広い。
「響17年」は£225、「白州25年」は
£2,550（＝34万円）。
「戸河内」は、18年が£135、12年が
£95、「あかし」は£82。
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「山崎」「白州」など「サントリー」と「イチローズモルト」などが並ぶ棚。
「岡山」(宮下酒造）の価格は£160。以下、珍しいもの2点を紹介。
「The Scotch Malt  Whisky Society」というのは、英国に拠点を置くウイスキー
愛好家の組織。蒸留所（日本の蒸留所も含む）から樽を買い取り、加水せず樽の状
態のまま壜詰めして、会員に頒布する。ラベルには番号だけが記載される。写真で
は見えないが、これは「120.8」で、日本のモルト。2000年に蒸留され、13年
エージングされたもので、2015年に250本がリリースされた。蒸留所名は非公開。
価格は、、、写真を撮り忘れた。
「JBA」というのは東洋醸造の「バイロン」ウイスキー。東洋醸造は、旭化成、
その後オエノンに引き継がれた会社。（清酒「富久娘」ブランドを持っていて、そ
の加熱機能つき「燗番娘」の缶を当社が製造していたので縁が深かった。）かつて
静岡の大仁（現、伊豆の国市）に蒸留設備があって、1980年代までウイスキーを
造っていた。商品ボードには「1967年壜詰め」と書かれている。バイロンは1級ウ
イスキーで、当時はたぶん1,000円程度の安いウイスキーだったと思うが、50年後
のロンドンでは100倍ほどになって、£890（＝13万円！）。

「余市」「竹鶴」「宮城峡」など
「ニッカ」が並ぶコーナー。
「戸河内」と「あかし」もみえる。そ
れぞれの価格は前ページのハロッズより
若干安い。

ロンドン中心部にあるワイン小売店「ヘドニズムワイ
ン」も、過去からの定点観測のお店。「18リットルワイ
ンのコーナー（！）を見て驚く」の図で、どれほどの店
か想像がつくでしょう。以前は日本人女性の店員さんが
いたが、ロンドンにある日本酒関係の会社に転職してし
まったそう。
ワインの店だが、サケ(日本酒）、そして、日本製を含
むウイスキーも充実している。
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(参考）Brewer & Distiller誌、2018年2月号から。イギリスのウ
イスキーオークションで2018年はじめ、296本の軽井沢ウイ
スキーの個人コレクションが£77万！（1億1,500万円！）で
売れた、という記事。
1本当たりにすれば39万円。ヘドニズムワインの店頭価格と概
ね整合性がある。
Whisky Auctioneerのサイトには「軽井沢」専門ページがある。

ヘドニズムワインの「軽井沢」の
コーナー。£3,000から£4,000（45
万円から60万円）の商品が多い。
写真の棚の中で高いものでは「軽井
沢30年『侍』、カスク6432、1954
年」が£6,070（＝92万円）など、
一番安いもので「軽井沢、カスク
ストレングス、1999年」が£1,960
（＝30万円）など。
軽井沢の樽の持ち主は「川崎」の樽
も持っているようだ。（注：旧三楽
オーシャン、その後メルシャンのウ
イスキー蒸留所が神奈川の川崎に
あって、グレーンウイスキーを作っ
ていた。）「川崎、シェリー樽、
G7 452、1982年」は£1,960（＝
30万円）
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「エンジェルスシェア」は、マンハッタン中心部にある、人気のバー。バーテンダーさんは日
本人。
アメリカのバーの常で店内はとても暗い。ろうそく明かりで日本ウイスキーのページを見ると
「あかし」（江井ヶ島酒造）、「岩井」(本坊酒造）、「ニッカ竹鶴」、「ニッカカフェモ
ルト」、「山崎12年」、「サントリー季（Toki)」など。種類はそれほど多くはない。
写真は、メニューにない「イチローズモルト」を楽しむ、の図。メニューに載せていない理由
を尋ねると「入荷量が少なく切らすときがあるので」とのことだった。

「エンジェルスシェア」は、「Speak Easy」スタイルの
バー（1ページ参照）で、通りにも入口にも看板もない。と
ある和食店の店内、階段を上がったところの壁が秘密の入
り口。
ところが帰る夜11時頃には、入店をまつ客であふれて秘密
の扉が開きっぱなし、秘密ではなくなって驚いた、の図。
日本人客濃度 10％、日本人スタッフ濃度 50％、日本ウ
イスキーオーダー比率 5％。アメリカだけに、カクテルを
飲む人が多いように思った。
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アメリカの小売店2カ所で、日本に売っていない日本ウイスキーを観察。
東海岸・ボストン市街地中心部のリカーショップにて。2種類の「大石ウイスキー」は
＄65.99。ブランデーカスクとシェリーカスク、ALCは42.9%と41.8％。
ハワイのスーパーマーケット「ホールフーズ」のウイスキー売り場にて。「KIKORI（木
こり）ウイスキー」、価格は＄44.99。ALCは41％
二つとも米からつくったもので、いわば度数の高めた米焼酎を樽で貯蔵したもの。どち
らも、アメリカの会社が企画した商品のようだ。日本や英国ではウイスキー原料は「モ
ルト」でなくてはならないが、アメリカの法律では原料は「グレーン(穀物）」。バーボ
ンウイスキーも、とうもろこし製である。
なお、2枚の写真ともに写っているサントリー「季TOKI」は、アメリカ限定モデルで、
価格はボストンが$38.99、ハワイが$42.99。
なお、アメリカなのでこれらはすべて、700mlではなく750mlびんである。
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watching in 飛行場の免税店 in 2017

特にサントリーは、国内では見かけない特別パッ
ケージが目立つ。
帰国のお土産、アジア人のインバウンド需要を見
込んでか、金色ラベルや、金箔プリントが多い。
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スコッチウイスキーのお膝
元、エジンバラやロンドン
の空港にもサントリーが並
ぶ。
スキポールにはサントリー、
ニッカのほか、戸河内も。

watching in 飛行場の免税店 in 2017
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